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滋
賀
県
板
（
脇
野
幸
一

理
事
長
）
は
胆
支
部
組
合

員
数
ｍ
名
で
描
成
さ
れ
総

務
・
事
業
・
指
導
・
構
成

・
組
織
。
広
報
・
経
営
対

策
・
責
任
施
工
の
各
委
員

会
が
あ
り
活
発
な
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。

保
証
事
業
で
は
多
く
の

実
績
を
も
っ
て
い
る
滋
賀

県
板
を
平
野
弘
愛
知
県
板

理
事
長
認
斉
藤
副
理
事
長
、

早
川
専
務
理
事
、
高
柳
理

事
、
鷲
見
広
報
委
員
の
五

名
で
八
月
四
日
大
津
市
の

県
板
事
務
局
に
訪
問
し
た
。

愛
知
県
板
・
滋
賀
県
板

合
同
研
究
会
を
大
津
市
勤

労
福
祉
会
館
会
議
室
で
脇

野
幸
一
滋
賀
県
板
理
事
長
、

水
野
副
理
事
長
、
増
子
副

理
事
長
、
石
本
専
務
理
事
、
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▽
先
進
県
滋
賀
県
板
金
工
業
組
合
訪
問
△

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
で
は
今
年
度
の
事
業
計
画
の
一
つ
に
保
証
事

業
推
進
の
た
め
の
広
報
活
動
・
体
制
整
備
・
関
連
講
習
会
の
実
施
を
上

げ
て
い
る
。
責
任
施
工
体
制
の
整
備
と
充
実
を
よ
り
進
め
る
た
め
「
保

証
事
業
推
進
委
員
会
」
を
設
け
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
先
進
県
で

あ
る
滋
賀
県
板
を
訪
問
し
て
実
情
を
勉
強
し
て
き
た
。

造
工
事
に
広
げ
て
い
く
こ

と
を
考
え
て
い
る
が
、
滋

賀
県
板
だ
け
で
は
な
く
他

府
県
板
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
早
く
全

国
レ
ベ
ル
が
揃
う
よ
う
努

力
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

制
度
を
作
る
と
い
う
こ

と
で
な
く
保
証
書
を
ど
う

し
た
ら
発
行
で
き
る
か
を

考
え
て
ほ
し
い
。
以
上
の

よ
う
な
説
明
を
受
け
な
が

ら
質
疑
を
し
て
二
時
間
帥

分
の
合
同
研
究
会
を
終
了

し
い
こ
と
ば
か
り
い
っ
て

い
る
と
絵
に
書
い
た
餅
で

何
時
ま
で
経
っ
て
も
実
現

し
な
い
。

愛
知
県
板
も
簡
単
に
保

証
書
の
発
行
が
で
き
る
よ

う
に
改
正
し
て
い
く
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
う
鷲
見
収

もぐがると分ど立な検ないれ言くまを検くり切れにるは場し
構てりな責がうちい査いわばうい持査決なりし付し独合愛た
わもがら任大で上｡もしざうこけた員めどのろい施立も知・
な５１０、が丈あが重し進るるとなながても立やて工し検県
いｃｍｃｍ立持夫れりねたんもさにいく責あ細上、はすて査板
難で無上てだ自がやくでえくなとて任るかが水重るい員の

０

鈴
木
事
務
局
員
の
五
名
が

出
席
、
午
後
二
時
か
ら
開

催
し
た
。

出
席
者
自
己
紹
介
の
後

脇
野
理
事
長
か
ら
保
証
制

度
の
現
在
ま
で
の
流
れ
が

紹
介
さ
れ
た
。

昭
和
妃
年
全
板
連
で
責

任
施
工
制
度
が
発
足
し
た

当
時
、
滋
賀
県
板
に
は
大

手
の
飯
金
業
者
が
い
た
が

当
時
の
理
事
長
や
組
合
員

と
の
折
り
合
い
が
悪
く
脱

会
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
組
合
員
の
仕
事

を
そ
の
大
手
叛
金
業
者
か

ら
守
と
い
う
立
場
で
、
県

発
注
の
工
事
に
関
し
て

「
滋
賀
県
板
金
工
業
組
合

員
責
任
施
工
」
の
特
記
を

し
て
も
ら
う
よ
う
理
事
長

が
県
の
建
築
課
に
出
向
か

日
本
建
築
飯
金
保
証
セ
ン

タ
ー
が
創
設
さ
れ
た
の
を

期
に
連
携
を
取
る
よ
う
努

力
し
て
現
在
で
は
損
害
賠

償
保
険
も
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
保
証
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
て
保
証
書
を
発
行
し

て
い
る
。

施
工
に
関
し
て
検
査
の

問
題
は
加
名
の
組
合
員
の

う
ち
約
帥
名
が
検
査
員
の

資
格
を
持
っ
て
お
り
、
３

年
間
を
有
効
期
間
と
し
て

３
年
ご
と
に
検
査
員
資
格

取
得
講
習
会
（
２
日
間
）

を
受
講
し
な
い
と
資
格
を

失
う
。
講
習
会
は
、
一
級

技
能
士
の
「
技
能
・
技
術
」

と
地
位
の
向
上
を
高
め
、

合
わ
せ
て
公
的
な
補
助
金

を
得
る
こ
と
も
あ
る
検

査
は
自
主
検
査
が
基
本
で

検
査
員
の
資
格
の
な
い
組

合
員
は
支
部
内
の
資
格
の

あ
る
人
に
検
査
を
し
て
も

ら
う
と
い
う
形
を
取
り
施

工
者
本
人
が
検
査
員
有
資

格
者
に
依
頼
し
て
検
査
を

受
け
自
主
検
査
と
す
る
。

な
ぜ
自
主
検
査
な
の
か

他
府
県
で
は
検
査
員
を
決

め
て
そ
の
検
査
員
の
検
査

に
合
格
し
た
も
の
に
保
証

書
が
発
行
さ
れ
る
が
、
も

し
事
故
が
お
き
た
ら
誰
が

保
証
す
る
の
か
。

基
本
的
に
は
自
分
の
施

工
し
た
工
事
を
他
人
が
保

証
す
る
と
言
う
事
は
考
え

ら
れ
ず
、
自
分
が
受
け
た

工
事
は
責
任
を
持
っ
て
自

分
が
施
工
す
）
が
基
本

で
あ
る
。

責
任
施
工
し
た
工
事
を

自
分
で
検
査
を
し
て
Ｏ
Ｋ

を
出
す
の
が
自
主
検
査
で

は
な
い
か
。

保
証
書
が
必
要
な
場
合

は
組
合
で
「
誓
約
書
」
「
検

査
依
頼
害
」
「
板
金
工
事

保
証
申
請
書
」
「
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
」
に
記
載
事
項

を
記
入
、
保
証
書
発
行
手

数
料
一
部
二
千
円
と
賠
償

保
険
料
を
支
払
い
保
証
書

の
発
行
を
受
け
る
。

保
険
料
は
保
証
物
件
の

規
模
に
よ
り
違
い
が
あ
る

が
高
い
保
険
料
で
も
屋
根

皿
㎡
ま
で
㎡
９
円
の
保
険

料
を
支
払
う
こ
と
に
よ
り

最
高
一
千
万
円
の
補
償
が

受
け
ら
れ
る
。

保
証
工
事
の
Ｐ
Ｒ
に
つ

い
て
は
地
元
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
テ

レ
ビ
（
び
わ
湖
放
送
）
に

責
任
施
行
制
度
保
証
書
発

行
の
Ｐ
Ｒ
を
一
カ
月
放
送

し
た
。

又
、
保
証
制
度
ス
テ
ッ

カ
ー
や
名
前
入
り
テ
ィ
シ

ュ
ー
ペ
イ
パ
ー
な
ど
の
配

布
も
行
っ
た
。

保
証
書
発
行
の
実
績
は

昭
和
剛
年
７
月
に
新
保
証

書
第
一
号
を
発
行
し
て
か

ら
平
成
５
年
６
月
１
日
ま

で
に
皿
物
件
の
保
証
書
を

発
行
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
公
共

事
業
に
限
ら
れ
て
い
る
、

今
後
は
民
間
工
事
や
、
木

れ
承
諾
を
得
ら
れ
滋
賀
県

発
注
の
工
事
に
は
施
工
業

者
「
滋
賀
県
板
金
工
業
組

合
員
」
の
特
記
事
項
が
明

記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

し
か
し
施
工
業
者
特
記

に
は
前
組
合
員
の
大
手
板

金
業
者
と
三
晃
金
属
工
業

の
三
業
者
の
名
前
も
明
記

さ
れ
て
い
る
。

三
晃
金
属
は
現
在
の
組

合
員
も
仕
事
を
し
て
い
る

し
話
し
合
い
で
解
決
で
き

る
が
、
前
組
合
員
で
あ
る

大
手
板
金
業
者
は
い
き
さ

つ
も
あ
り
話
し
合
い
に
応

じ
な
い
の
で
、
今
一
番
、

頭
の
痛
い
問
題
で
あ
る
。

保
証
書
の
発
行
は
当
時

県
板
独
自
で
発
行
し
て
い

た
も
の
を
昭
和
調
年
㈱
全

愛知県

板金エ業組合

愛
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愛 平成５年９月１５日（２）第２７６号

’２級建築施工管理技術研修の案内

Ｉ〔国家資格「２級建築施工管理技士」取得研修〕
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８
月
６
日
、
愛
板
会
館

会
議
室
に
お
い
て
今
年
度

初
の
総
務
委
員
会
が
開
か

れ
た
。こ
の
委
員
は
各
支
部
の

代
表
十
人
で
編
成
さ
れ
て

お
り
早
川
専
務
の
進
行
に

基
づ
い
て
山
本
清
委
員
長

の
挨
拶
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

新
メ
ン
バ
ー
の
紹
介
の

あ
と
議
題
１
平
成
５
年

度
重
点
事
業
の
実
施
に
つ

い
て
で
は
積
算
講
習
等
の

内
容
と
、
予
定
日
に
つ
い

て
話
し
あ
わ
れ
た
。

議
題
２
中
央
会
愛
知

県
大
会
の
会
長
表
彰
候
補

者
の
選
考
に
つ
い
て

組
合
功
労
者
の
資
格
審

査
（
人
選
）
で
千
種
の
池

尾
、
刈
谷
の
大
霜
、
春
日

井
の
高
田
、
中
川
の
棚
橋

の
各
氏
を
選
考
し
た
。

議
題
３
第
妬
回
全
板

大
会
（
福
井
県
）
の
参
加

に
つ
い
て

愛
板
の
参
加
人
数
を
現

総
代
数
の
３
倍
を
目
標
と

す
る
。
ま
た
、
各
旅
行
社

の
数
コ
ー
ス
の
な
か
か
ら

日
新
旅
行
の
Ａ
コ
ー
ス
を

選
ん
だ
。

議
題
４
各
種
委
員
会

の
構
成
に
つ
い
て

東
三
支
部
も
含
め
て
各

支
部
の
役
員
が
各
委
員
会

に
参
加
出
来
る
こ
と
が
望

2級建築施工管理技術研修実施要領÷
nIG5dUIⅡ1111181110叩d1ll『dOqUI1l『｡"QIl8IIUqll8lIOq凸U』I側』､ﾛ411』ID"D11$11Do11IIID0DII11UIIqIhll』'90011110Oql81IOUD0B1IlIIqUD1IIIU堅pUIlPU､DUII』11劇BnIII0』､OII1ILod6lIlID0U1IlIlIHIⅡlIOOIOIl『JID9,911】UpDUI11dID0I』に

《上記の研修の実施について》

１．受講申込用紙、受講の手引の頒布及び取扱者

①頒布料金「受講申込用紙・受講の手引」1組500円

（消費税を含む）

②頒布期間平成５年10月１日～１１月15日

③取扱先〒460名古屋市中区丸の内３丁目５－－１Ｏ

住友商事丸の内ビル内㈱中部建設協会

（052-962-2210）

２．受講申込み

①受付期間平成５年１１月１日（月）～11月１５日（月）

申込みは簡易書留郵便による申込みとし、締切日消

印のあるものまで有効

②提出書類受講の手引を参照

③受講料５５，０００円（テキスト代及び消費税含む）

④申込書提出先及び問い合わせ先

〒lO5東京都港区虎ノ門４丁目２－１２虎ﾉ<門４丁

目森ビル２号館

財団法人建設業振興基金試験研修本部

TELO3-5473-1581（毎週土曜日は休み）

受講希望者は各自それぞれ期日までに確実に申込み

される様お願い致します。

※注意最近申込手続の代行や本研修とまぎらわし

い名称を用いた講習等を行う業者がありますが当基

金とは全く関係ありません。国家資格である「建築

施工管理技士」の資格が得られる研修は当基金のみ

が実施しているものです。

当基金は出先機関等も設置しておりません。また

個人、会社宛に電話やダイレクトメールなどで勧誘

することはしておりません。受講申込みは、必ず当

基金宛に直接郵送して下さい。

ま
し
い
な
ど
意
見
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
共
同
保
証
事
業

に
つ
い
て
証
書
の
発
行
の

推
進
や
、
他
県
の
保
証
事

業
の
現
状
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
福
井
県
板
や
、

岐
阜
県
板
の
よ
う
に
年
間

何
十
件
の
保
証
工
事
を
お

こ
な
う
た
め
の
広
報
活
動
、

体
制
の
整
備
、
関
連
講
習

会
の
実
施
等
の
重
要
性
を

確
認
し
た
。

等
組
合
の
保
証
書
の
発

行
が
少
な
い
原
因
と
し
て

検
査
制
度
の
複
雑
さ
と
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
詳
細
過
ぎ

る
事
、
官
庁
へ
の
Ｐ
Ｒ
不

足
な
ど
が
保
証
制
度
を
発

展
さ
せ
た
組
合
と
の
比
較

で
考
え
ら
れ
る
。

午
後
５
時
帥
分
に
会
議

は
終
了
し
た
。

委
員
長

山
本
清
（
岡
崎
）

副
委
員
長

長
谷
川
信
俊
（
中
）

宋
玄
三
貝

棚
橋
敏
光
（
中
川
）

柴
田
幸
治
（
西
春
）

毛
利
貞
夫
（
西
尾
）

後
藤
啓
介
（
知
多
）

小
笠
原
裕
（
碧
南
）

石
田
領
治
（
江
南
）

佐
藤
忠
雄
（
一
宮
）

蟹
江
利
夫
（
知
多
）

一
宮
佐
藤

三報三

財団法人建設業振興基金試験研修本部

〒lO5東京都港区虎ノ門４丁目2-12

虎ノ門４丁目森ピル２号館

TELO3-5473-1581

８年以上

※実務経験年数は建築工事現場において工事の施

工管理に従事した経験年数をいいます。

(3)研修日数４日間

４．その他の者１５年以上

３．高等学校卒業後１２年以上

2督等豊門難業農’０年以上

上．大学卒業後

←司会会ごーヨーマ÷当テナ、公か→

学歴区分建築施工管理に関する実務経験年数

(1)この研修は、長年の実務経験から建築工事の十分

な施工管理能力を有する者を対象に実施し、最終日

の終了試験に合格した者には、建設業法に基づく２

級建築施工管理技術検定試験の学科・実地試験が免

除されて建設大臣から「２級建築施工管理技士」の

資格が付与される研修会です。

(2)受講資格下記のいずれかに該当する者

◎平成６年度受講申込受付期間

平成５年１１月１日（月）～１１月１５日(月）

zJIU･守口11157ﾛﾛﾛ町IIr･ﾛﾛ町11op-qII】15画rUIlUnTpqIIEIU園PE』IBUﾛﾛ911】I■園『ﾛ】IUqpppIIlIDq･qIUIUﾛﾛﾛﾛBIIIFPOIUIﾛﾛ･"ZII1U園町IEIﾛﾜﾛB】I、『園■】IlUUppqIU』IⅡ園"111MﾛﾛﾛﾛIⅡI■菌91Ⅱ15ﾛﾛ■11】IⅡ■叩115Ⅱ･･91【Ilr･ﾛ■I【１１F･画叩lIIU輔■'四
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こ
み
、
そ
れ
ら

に
対
抗
す
る

た
め
の
思
案

と
し
て
粗
品

を
用
意
し
参

加
者
全
員
に

配
布
、又
、
ク
ジ

引
き
抽
選
に

よ
り
「
ハ
ズ

レ
」
な
し
の

超
豪
華
な
景

品
が
当
る
仕

組
を
も
採
用

し
実
施
し
大

い
に
喜
ば
れ

た
よ
う
だ
。

尚
、
今
回
は

参
加
者
の
同

意
を
得
、
初

め
て
の
試
み

と
し
て
皿
秘
の
提
供
を
総

尚
畑
拙
の
提
供
を
頂
い

…
驚
卿

″
献
血
は
人
と
人
と
を

結
ぶ
愛
の
か
け
は
し
″

格
言
の
如
く
永
遠
に
続

く
知
多
支
部
献
血
グ
ル
ー

プ
、
歴
史
は
古
く
、
加
年

余
の
実
績
を
重
ね
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

先
輩
の
意
志
を
忠
実
に

●
●
●
●
●
０
申
ｂ
ｐ
●
ｐ
０
０
９
●
●
●
●
●
●
り
●
■
●
●
ｂ
ｅ
●

一
支
部
だ
よ
り
》

Ｃ
Ｏ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
①
●
●
■
●
●
●
◆
■
●
Ｃ
Ｃ
ｐ
Ｃ
Ｄ
●

永
遠
に
続
く

毒

型
一
一
一
一
三全
板
新
聞
第
唖
号
平
成

５
年
５
月
号
の
閑
話
に
篠

原
氏
が
こ
ん
な
記
事
を
書

い
て
い
る
。
内
容
は
全
板

の
役
員
は
お
酒
落
な
人
が

多
い
と
。

ベ
ス
ト
ス
リ
ー
は
全
板

理
事
長
の
臼
井
昇
氏
、
平

野
弘
愛
知
県
板
理
事
長
、

折
式
田
豊
長
崎
県
板
理
事

長
の
３
人
と
の
こ
と
。

調
人
も
い
る
役
員
の
中

で
↑
も
、
と
く
に
お
酒
落
な

の
だ
と
思
う
。

何
事
に
も
言
え
る
事
だ

が
Ｔ
Ｐ
Ｏ
Ⅱ
時
・
場
所
・

場
合
に
お
お
じ
て
服
装
も

替
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

，
と
思
う
。

最
近
，
板
金
屋
の
皆
さ

ん
も
ゴ
ル
フ
を
や
ら
れ
る
、

郊
外
の
ゴ
ル
フ
場
の
コ
ー

ス
で
プ
レ
イ
す
る
時
は
ズ

ボ
ン
も
上
着
も
栖
落
た
ス

タ
イ
ル
で
決
め
て
い
る
そ

れ
く
ら
い
か
っ
こ
良
く
決

め
ら
れ
る
の
な
ら
、
た
ま

の
会
合
な
ど
に
は
ネ
ク
タ

》

イ
を
締
め
背
広
く
ら
い
着

て
ほ
し
い
と
思
う
。

飯
金
作
業
の
と
き
は
そ

れ
に
相
応
し
い
ス
タ
イ
ル

が
あ
る
。
会
合
と
か
会
議

に
も
そ
れ
ら
し
い
服
装
が

あ
る
と
思
う
。

お
酒
落
も
な
か
な
か
手

間
も
金
も
掛
か
る
が
、

や
っ
て
み
る
と
楽
し
く
な

る
も
の
で
あ
る
。

私
も
お
酒
落
と
し
て
帽

子
を
か
ぶ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
最
初
は
中
折
帽
子
を

か
ぶ
っ
て
町
に
出
る
の
は

照
れ
臭
か
っ
た
が
、
最
近

は
帽
子
を
ト
レ
ー
ド
マ
ー

ク
に
し
て
愛
用
し
て
い
る

「
馬
子
に
も
衣
装
」
と

言
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
よ

う
に
、
そ
れ
な
り
に
板
に

着
い
て
来
る
も
の
だ
。

皆
さ
ん
も
お
酒
落
を
し

て
み
た
ら
い
か
が
で
し
ょ

う
暇
》
蔽
見
雌

お
し
ゃ
れ
を

ｊ
）
や
き
つ

受
け
継
ぎ
現
在
に
及
ん
で

い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
は

年
間
の
行
事
と
し
て
企
画

実
施
さ
れ
、
大
い
に
関
係

方
面
か
ら
賞
賛
を
拍
し
て

い
る
。
し
か
し
時
代
の
変

遷
か
？
、
提
供
者
の
数
が

年
々
減
少
ぎ
み
、
そ
れ
ら

愛知県茄ヤト字血液センター

献
血
活
動

ウ
ｃ
つ
ぐ
勾
径
ゾ
Ｎ
ば
）
。

一
日
は
バ
ス
で
朝
七
時

に
一
宮
市
を
出
発
し
横
浜

市
の
会
場
に
午
後
２
時
近

く
に
到
着
し
た
。

長
い
梅
雨
の
雨
間
で

久
々
の
晴
天
の
た
め
陽
射

し
の
強
い
暑
い
一
日
と

な
っ
た
が
会
場
は
屋
内
で

エ
ア
コ
ン
の
利
い
た
快
適

な
見
学
が
で
き
た
。

展
示
場
の
規
模
は
全
板

大
会
を
縮
小
し
た
程
度
で

愛！それは献血

と
重
な
り
大
渋
滞
に
巻
き

込
ま
れ
た
が
ホ
テ
ル
に
つ

い
て
間
も
な
く
中
華
街
で

の
夕
食
と
そ
の
場
の
花
火

見
物
は
素
晴
ら
し
い
贈
物

だ
っ
た
、
し
か
し
、
参
加

者
躯
名
の
な
か
に
は
こ
こ

陸
一
一
一
一
一
一
一
一

ま
で
き
て
花
火
も
見
ず
に

パ
チ
ン
コ
屋
に
い
た
と
い

う
ヤ
カ
ラ
も
い
て
さ
す
が

名
古
屋
人
と
尊
敬
し
た
。

毎
哩
率
佐
藤

選べます３つの献血

は
あ
っ
た
が
道

具
等
の
買
い
物

は
全
て
サ
イ
ン

で
出
来
、
支
払

い
は
地
元
で
済

ま
す
と
い
う
便

利
な
シ
ス
テ
ム

と
な
っ
て
い
た
。

催
し
物
コ
ー

ナ
ー
で
は
歌
、

踊
り
の
シ
ョ
ー

や
競
り
市
、
金

魚
す
く
い
、
似

顔
絵
な
ど
行
わ

れ
て
い
た
。

参
加
者
は
飲

み
物
、
氷
、
軽

食
な
ど
無
料
で

広
い
休
憩
場
も

用
意
し
て
あ
っ

た
。
当
日
は
横
浜

市
の
花
火
大
会

200㎡献血’400瓦2献血･成分献血

項
患
か
＄
＄
＄
ｃ

、
功
＄
＄
ｃ
魁

・
１
１
、
。
）

》
卵
月
星
住
宅
建
材
フ
ェ
ア
を
見
学
》

》
９

》

一
宮
青
年
部
》

罫
心
＄
＄
＄
＄
ｃ

ウ
＄
＄
＄
＄
Ｃ
故

愛

一
宮
青
年
部
は
、
例
年

の
研
修
会
と
し
て
、
８
月

１
日
横
浜
市
の
パ
シ
フ
ィ

コ
横
浜
、
展
示
ホ
ー
ル
の

住
宅
建
材
フ
ェ
ア
に
参
加

し
た
。毎
年
、
研
修
会
は
日
帰

り
コ
ー
ス
で
行
っ
て
き
た

が
、
地
元
の
志
知
八
朗
商

店
の
協
力
に
よ
り
交
通
費

な
ど
の
援
助
が
あ
り
一
泊

二
日
の
日
程
で
行
っ
た
。

厚生省・都道府県・日本赤十字社
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臣尋や

》
幕
蕊
洋
蕊
蕊
溌
職
紳
溌
職
蕊
蕊
蕊
函
蕊
簿
釦
蕊
叩
溌

ｌ
労
働
基
準
法

今
年
は
異
常
気
象
に
よ

り
、
例
年
に
な
く
冷
夏
と
、

長
雨
な
ど
に
よ
り
受
註
も

芳
し
く
な
く
、
一
層
不
況

に
拍
車
を
か
け
ら
れ
、

我
々
組
合
員
に
と
っ
て
は
、

頭
痛
の
極
み
で
も
あ
る

が
、
－
．

最
近
は
特
に
時
短
の
問

題
が
取
沙
汰
さ
れ
て
い
る

今
日
、
我
々
中
小
零
細
企

業
に
取
っ
て
は
Ｗ
パ
ン
チ
、

危
機
感
が
つ
の
り
最
悪
の

状
態
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、

▼
来
年
四
月
か
ら
週
“
時

間
労
働
制
へ
移
行
、
▼
中

小
企
業
等
は
３
年
間
適
用

猶
予
、
▽
一
年
単
位
の
変

形
労
働
時
間
の
制
定
、
▽

群
舞
洋
唖
雑
輔
詠
洋
溌
誇
叩
鷲
溌
韓
恥
撚
認
蕊
騨
謂
”
“
韓
叩
詠
如
韓
穂
蕊
銑
熟
議
蕊
弥
叩
印
譲
鮮
洋
溌
騨
溌
誌
“
詠
謂
隷
咽
弾
叩
弾
憩
幾
ｍ
軽

》
″
ト
ピ
ッ
ク
ス
「
速
報
」

噂
盾
建
議
講
噛
へ
三

〃
コーーローーロ＝一国画画阜＝再＝画一画＝＝‐＝画画

、

！“労働保険に加入しましょう”ｉ
’１０月１日～10月31日「労働保険適用促進月間」Ｅ

Ｉ労働保険とは、労災保険と雇用保険を，

I総称したもので、労働災害対策と雇用対：
I策の事業を行う政府管掌の保険制度です｡１

１したがって労働者を１人でも雇用する事Ｉ

;業は、必ず労働保険に加入しなければなU
Iりません。
Ｉ雇用保険では労働者の失業給付と雇用｛

Iの安定のために、事業主へ各種助成等を１

１行います。
Ｉまた、平成元年より雇用保険法が改正Ｉ
'され、短時間（パートタイム）就労の方Ｉ

尋も、(1)－週間の所定労働時間が22時間１

１以上、(2)年収が90万円以上､(3)-年以上１
１雇用見込みがある方の３つの要件を満た’

'せば雇用保険の被保険者となります。Ｉ

Ｕまだ、未手続きの事業主の方は至急加ロ

1入手続きをしていただくようお願いいたＩ
Iします。

Ｉなお、お問い合わせは、名古屋東公共１

１職業安定所雇用保険適用課適用係（電１
１話052-774-1115内線22.23）までお願Ｉ
(いします。，
、
画画章一再画宮画ロロ軍国国軍国軍画唾画草画軍画ロー

ク

豊
田
飯
金
組
合
青
年
部

（
松
井
祐
治
部
長
）
は
、

㈲
西
俣
叛
金
工
業
様
の
ご

厚
意
に
よ
り
同
社
で
行
う

『
ス
レ
ー
ト
屋
根
及
び
瓦

棒
等
の
改
修
工
事
施
工
講

習
会
』
に
参
加
し
ま
し
た
。

平
成
５
年
６
月
配
日
午
後

６
時
釦
分
よ
り
開
催
さ
れ

た
講
習
会
で
は
日
本
鐙
板

㈱
が
開
発
し
た
ア
ス

シ
ャ
ッ
ト
と
い
う
商
品
名

の
定
尺
ス
レ
ー
ト
屋
根
改

修
工
事
用
葺
き
板
の
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師

、
日
間
の
年
次
有
給
休

暇
を
与
え
る
。

③
出
勤
率
の
算
定
に
あ

た
っ
て
は
育
児
休
業
に

つ
い
て
出
勤
し
た
も
の

と
み
な
す
。

④
林
業
に
従
事
す
る
労
働

者
に
つ
い
て
労
働
時
間
、

休
憩
及
び
休
日
に
関
す

る
規
定
を
適
用
す
る
。

な
ど
で
す
。

又
、
こ
れ
ら
に
伴
い
“

時
間
末
達
成
事
業
所
に
対

し
、
“
時
間
労
働
に
移
行

す
る
よ
う
指
導
援
助
す
る

特
別
指
導
員
が
愛
知
県
下

哩
労
基
署
あ
る
中
で
、
一

署
に
、
人
位
の
予
定
で
指

導
員
が
委
嘱
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
相
談
に
活
躍
さ
れ
る

と
の
事
で
あ
る
。
沼
津

叩
舗
誇
然
醒
乾
唖
狩
野
輔
配
趣
咽
狩
叩
弾
汗
蝿
叩
蝿
卯
叩
即
叩
諦
魂
誹
輔
詠
鐸
丹
叩
唖
評
舗
叩
唖
詠
輔
諦
唖
唖
恥
誹
唖
州
鈴

増
賃
金
率
は
弱
～
卵
％
の

範
囲
内
で
の
対
応
。
「
労

働
基
準
法
及
び
労
働
時
短

促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置

法
の
一
部
の
改
正
す
る
法

律
案
」
が
、
六
月
二
日
の

参
議
院
本
会
議
で
原
案
通

り
可
決
、
成
立
し
ま
し
た

の
で
報
告
し
ま
す
。

こ
れ
は
政
府
が
掲
げ
て

い
る
、
年
間
総
労
働
時
間

一
八
○
○
時
間
の
実
現
を

目
指
し
た
も
の
で
、
現
行

の
法
定
労
働
時
間
“
時
間

を
来
年
の
４
月
か
ら
原
則

如
時
間
に
短
縮
す
る
こ
と

を
骨
子
と
し
て
い
ま
す
が
、

但
し
、
時
短
が
負
担
と

な
っ
て
い
る
中
小
企
業
な

lllIllllllllllIllllllllllllⅡ|Ｉ
鱈

ど
に
つ
い
て
は
、
四
四
時

間
以
下
の
範
囲
で
一
九
九

七
年
（
平
成
九
年
）
３
月

釦
日
ま
で
猶
予
期
間
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
（
注
）
」
な
ほ
、
現
在
週

“
時
間
の
法
定
労
働
時
間

に
於
い
て
も
、
一
定
の
規

模
・
業
種
の
事
業
所
が
猶

予
対
象
と
な
っ
て
お
り

（
平
成
６
年
３
月
別
日

迄
）
、
建
設
業
に
於
い
て

は
従
業
員
皿
人
以
下
の
事

業
所
は
週
妃
時
間
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
念
の
た
め
。

そ
の
他
改
正
案
の
主
な

内
容
は
、
次
の
通
り
で
す
。

①
時
間
外
労
働
や
休
日
労

働
の
割
増
賃
金
率
に
つ

い
て
、
現
行
の
２
割
５

分
以
上
を
「
２
割
５
分

以
上
５
割
以
下
の
範
囲

内
」
で
命
令
で
定
め
る
。

②
雇
入
後
継
続
勤
務
６
ケ

月
（
現
行
は
一
年
）
で

施
工
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

改
修
工
事
用
葺

き
板
は
長
尺
の

物
し
か
知
ら
な

か
っ
た
の
で
一

人
で
も
施
工
が

で
き
る
定
尺
の

葺
き
板
は
、
お

も
し
ろ
い
と
思

い
ま
し
た
。

豊
田
松
井

は
、
こ
の
商
品
を
開
発
し

た
日
本
識
板
㈱
製
品
開
発

部
の
小
林
副
部
長
様
で
飯

金
屋
さ
ん
の
息
子
さ
ん
だ

そ
う
で
す
。
ま
ず
、
ス
レ
ー

ト
業
界
の
現
状
と
言
う
事

で
ス
レ
ー
ト
板
の
年
代
別

出
荷
状
況
及
び
ア
ス
ベ
ス

ト
問
題
に
よ
る
廃
棄
物
処

理
の
難
し
さ
、
高
負
担
化

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
（
環
境

問
題
）
が
あ
る
た
め
国
の

機
関
で
の
採
用
が
多
く
、

三
好
刑
務
所
作
業
棟
に
も

IlllIlllIlIⅡllllllIlIIl1IlIIll
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こ
の
時
期
、
例
年
な
ら

ば
「
そ
ろ
そ
ろ
夏
も
終
り

で
す
ネ
」
と
な
る
と
こ
ろ

だ
が
今
年
は
「
や
っ
と
夏

ら
し
く
な
り
ま
し
た
ネ
」

で
あ
る
。
冷
夏
、
長
雨
、

台
風
、
円
高
、
不
況
、
と

日
本
列
島
何
も
か
も
冷
え

き
っ
て
し
ま
っ
た
。

季
節
の
レ
ジ
ャ
ー
で
あ
る

海
水
浴
や
プ
ー
ル
、
キ
ャ

ン
プ
場
な
ど
人
出
は
軒
並

み
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
反
面

水
族
館
や
日
焼
け
サ
ロ
ン

が
大
入
り
と
は
、
冷
夏
の

影
響
だ
け
に
自
然
の
力
は

恐
ろ
し
い
。

ア
ウ
ト
ド
ア
派
を
自
認
す

る
小
生
に
と
っ
て
も
夏
の

海
や
山
が
大
好
人
間
だ
け

に
、
今
年
の
夏
は
期
待
外

れ
に
終
ろ
う
と
し
て
い
る
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
の
期
待

外
れ
は
ビ
ー
ル
の
ま
ず

か
っ
た
事
。
そ
れ
で
も

や
っ
と
夏
日
に
な
っ
た
月

末
に
近
い
日
の
夕
方
、
技

研
委
員
会
終
了
後
、
委
員

会
メ
ン
バ
ー
と
今
年
初
め

て
栄
の
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
に

出
掛
け
た
。
飲
み
放
題
、

食
べ
放
題
、
気
心
の
分
か

り
会
っ
た
仲
間
と
飲
む

ビ
ー
ル
の
喉
ご
し
は
格
別

で
あ
る
。

ｊ

八
月
一
一
十
七
日
金
晴
く

一
一
七
六
号
編
集
会
議

委
員
七
名
出
席

午
後
六
時
終
了
③

講
習
会
に
参
加

豊
田
板
金
組
合
青
年
部

癖
編
集
後
記


